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Dysplastic Nevusの1例
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２３歳男性に生じたdysplasticnevusの｜例につき報告した。顔面を含む全身に数百個の大小の色素斑を

認める。組織学的にはほぼ典型と思われる。患者の母親および母方の祖父に同様の色素斑を多数認め，分

類上，familialdysplasticnevuswithoutmeIanomaに相当するものと考えた。Dysplasticnevusは悪性黒

色腫の前駆病変として注目され，多くの報告がされてきた。最近になって悪'性黒色腫の前駆病変としての

意義に否定的な見解も提出されている。Dysplasticnevusと悪性黒色腫の関連につき若干の考察を加えた。

DysplasticNevusの１例

現病歴：生下時から肩に黒色の色素斑があった。１０歳

頃から全身に黒色の色素斑が出現し，徐々にその数を

増してきたため当科を受診した。

現症：顔面では黒色から黒褐色までの，直径２な

いし５ｍｍの屍平ないし，やや隆起した色素斑が散在

する（図１ａ）。躯幹では５ｍｍ程度の小色素斑ととも

に，直径11ｍｍまでの中央が隆起し，不規則な外形を

呈し，濃淡差のある大型の皮疹も混じている。（図１

b）。

病理組織学的所見：躯幹の大型の色素斑２ヶ所を切

除した。２ヶ所とも基本的に同様の像を呈した。すな

わち，病変部はやや隆起し，メラノサイトは表皮内に

胞巣を形成するとともに真皮上層にも認められる。病

変の辺縁部では真皮内のメラノサイトの細胞集団の境

界を超えて，表皮内には側方にまで胞巣を認め，いわ

ゆるshouderlesionの像を呈する（図２ａ）。病辺中央

部ではやや不規則に延長した表皮突起の先端部を中心

に，大小の胞巣を形成し，一部では融合傾向を示し，

また表皮突起の連絡する所見（bridging）もみられる

（図２b，ｃ）。さらに辺縁部寄りの部分では真皮内の

細胞集塊をとり囲むように線維成分が増加している

（lamellarfibrosis）所見も認められる（図２ｃ）。多

はじめに

Dysplasticnevus（以下ＤＮと略す）は1978年，

Clarkら')によるB-Kmolesyndrome，Lynchら2）

によるfamilialatypicalmultiplemole-melanoma

syndromeという名称で報告されて以来，遺伝的な背

景を有する悪性黒色腫（以下ＭＭと略す）の先行病変

として注目されてきた。今回，本邦では比較的稀なＤ

Ｎの家族発生例を経験したので報告する。

Ｉ症例

患者：２３歳男。

初診：平成３年

主訴：全身の黒色の色素斑。

家族歴：母親および母方の祖父に同様の皮疹を認め

る。
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